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「
全
国
大
会
に
出
場
で
き

て
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
成
長
で

き
ま
し
た
。
応
援
し
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
来
年
も
出
場
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」

■
斎
藤 

愛
美
さ
ん（
落
合
町
近
似
）　

高
梁
中
学
校
１
年

●
第
43
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

　
（
10
月
26
日
～
28
日
・
神
奈
川
県
）

「
栄
光
を
た
た
え
ま
す
」
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
、
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
全
国
大
会
出
場
、
そ
れ
に
準
ず
る
成
績

を
収
め
た
個
人
・
団
体
の
情
報
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先　

秘
書
課
公
聴
広
報
係　

☎
�
０
２
１
０

　
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
国

と
戦
い
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
昇
格

を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
、西
川
さ
ん
。

　

８
月
19
日
～
９
月
８
日
、
日
本
で
開
催
さ

れ
た
サ
ッ
カ
ー
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
・
Ｕ
―
20
女
子

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
２
に
日

本
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、
２
ゴ
ー
ル
、
１

ア
シ
ス
ト
と
日
本
の
銅
メ
ダ
ル
獲
得
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

攻
撃
の
要
で
あ
る
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
果

敢
に
敵
ゴ
ー
ル
に
攻
め
込
む
姿
が
、
多
く
の

市
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
た
こ
と
を
た
た

え
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

吉備国際大学２年
西川 明花さん（20）

市長表彰・教育長表彰

　「優勝を目指していたので決勝戦で負けたこ
とが悔しいです。この悔しさをばねに、なで
しこリーグ昇格に向けて頑張ります」

　
「
大
学
に
進
学
し
て
も
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
続
け
た

い
。
応
援
し
て
く
れ
る
皆
さ

ん
に
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

■
大
塚 

美
咲
さ
ん（
川
上
町
臘
数
）　

興
譲
館
高
校
３
年

●
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
２
０
１
２

　
　

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
日
本
選
手
権
大
会

　
（
８
月
24
日
～
26
日
・
東
京
都
）

　
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
に
出

て
、
強
い
チ
ー
ム
の
演
技
を

見
れ
た
こ
と
を
生
か
し
て
、

来
年
も
同
じ
舞
台
に
立
て
る

よ
う
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
練
習
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

　
「
す
ば
ら
し
い
仲
間
と
野

球
が
で
き
良
い
思
い
出
も
た

く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
進
学
後
も
出
会
い

を
大
切
に
し
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
」

■
西　

隆
聖
君（
松
原
通
）　

倉
敷
商
業
高
校
３
年

●
第
67
回
国
民
体
育
大
会
【
高
等
学
校
野
球
競
技
・
硬
式
】

　
（
９
月
30
日
～
10
月
３
日
・
岐
阜
県
）

　「大舞台でプレーでき、貴重な経験が
できました。結果は残念でしたが、こ
の経験を生かして、今後の人生に役立
てたいと思います」と赤木君。

●
第
67
回
国
民
体
育
大
会
【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
・
少
年
男
子
】

　
（
10
月
６
日
～
８
日
・
岐
阜
県
）

■
小
見
山 

拓
也
君（
松
山
）　 　
高
梁
高
校
２
年

■
須
山 

元
嗣
君（
落
合
町
阿
部
）　

高
梁
学
校
３
年

■
赤
木 

文
弥
君（
落
合
町
阿
部
）　

高
梁
学
校
３
年

■
三
村 

友
洋
君（
津
川
町
今
津
）　

高
梁
学
校
２
年

■
川
上 

賢
人
君（
津
川
町
今
津
）　

高
梁
学
校
３
年

●
第
12
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
】

　
（
10
月
13
日
～
14
日
・
岐
阜
県
）

■
川
上 

桂
二
さ
ん（
川
上
町
）　

㈱
フ
ル
ハ
ウ
ス

■
鹿
島 

義
雄
さ
ん（
川
上
町
）　

か
わ
か
み
寮
護
園

■
大
塚 

里
咲
さ
ん（
川
上
町
臘
数
）　

興
譲
館
高
校
１
年

●
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
２
０
１
２

　
　

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
日
本
選
手
権
大
会

　
（
８
月
24
日
～
26
日
・
東
京
都
）

川
上
さ
ん

「
み
な
さ
ん
の
応
援
の

お
か
げ
で
、
２
年
ぶ
り

６
度
目
の
日
本
一
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」

鹿
島
さ
ん

「
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、
ス

タ
ッ
フ
、
支
援
・
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

人
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

●
第
67
回
国
民
体
育
大
会
【
サ
ッ
カ
ー
競
技
女
子
】　

準
優
勝

　
（
10
月
１
日
～
４
日
・
岐
阜
県
）

※
吉
備
国
際
大
学
在
学
生

■
小
池 

文
乃
さ
ん（
川
端
町
）

■
鎌
田　

蘭
さ
ん（
原
田
北
町
）

■
村
松 

真
冬
さ
ん（
新
町
）

■
武
田 

あ
り
さ
さ
ん（
原
田
南
町
）

■
松
下 

芙
実
子
さ
ん（
頼
久
寺
町
）

■
重
政　

絵
さ
ん（
原
田
南
町
）

■
高
野 

紗
希
さ
ん（
新
町
）

■
杉
田 

亜
未
さ
ん（
落
合
町
近
似
）

■
高
橋 

千
帆
さ
ん（
頼
久
寺
町
）

■
野
間 

文
美
加
さ
ん（
横
町
）

■
菅
原 

美
沙
紀
さ
ん（
和
田
町
）

■
西
川 

明
花
さ
ん（
川
端
町
）

■
倉
員 

史
帆
さ
ん（
鍛
冶
町
）

４
年

３
年

２
年

３
年

４
年

３
年

２
年

３
年

４
年

４
年

１
年

２
年

１
年

間
捜
索
し
た
こ
と
が
一
番
の
記
憶
。
全
団

員
の
団
結
を
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
」

と
、
谷
さ
ん
。

　

昭
和
44
年
に
備
中
町
消
防
団
に
入
団
。

平
成
５
年
副
分
団
長
、
平
成
７
年
副
団
長

を
歴
任
。平
成
９
年
に
団
長
に
就
任
さ
れ
、

平
成
13
年
に
退
団
す
る
ま
で
、
消
防
協
力

隊
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
に
熱

心
に
取
り
組
み
、
地
域
ぐ
る
み
の
火
災
予

防
思
想
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
受
章
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
家
族

の
協
力
の
た
ま
も
の
。
団
長
在
任
中
、

高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
り
、
４
日

〈瑞宝単光章〉
元備中町消防団長
谷　宣夫さん（67）
（備中町西油野）

　

高
梁
市
出
身
で
高
梁
高
校
を
卒
業
後
、

東
京
大
学
医
学
部
に
進
学
。
平
成
５
年
か

ら
、自
治
医
科
大
講
師
。
助
教
授
を
経
て
、

平
成
13
年
教
授
に
。
大
学
で
の
研
究
で
肺

が
ん
の
原
因
遺
伝
子
を
発
見
し
、
こ
の
発

見
を
基
に
し
た
特
効
薬
で
多
く
の
が
ん
患

者
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

間
野
さ
ん
の
研
究
は
、
我
が
国
お
よ
び

世
界
の
医
療
福
祉
の
向
上
、
が
ん
研
究
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

〈紫綬褒章〉
自治医科大学教授
間野 博行さん（53）
（東京都文京区）

が
当
た
り
前
で
し
た
。
児
島
競
艇
場
で
の

騒
乱
事
件
、
岡
山
大
学
で
の
学
生
紛
争
が

強
く
印
象
に
残
って
い
ま
す
」と
、大
谷
さ
ん
。

　

昭
和
36
年
、
警
察
学
校
に
入
校
。
昭
和

37
年
倉
敷
警
察
署
に
配
属
。
倉
敷
警
察
署

刑
事
課
、
岡
山
南
警
察
署
刑
事
課
、
岡
山

南
・
玉
島
・
高
梁
・
児
島
警
察
署
地
域
課

勤
務
を
経
て
、
平
成
９
年
に
退
職
す
る
ま

で
、
地
域
の
安
全
を
守
り
、
防
犯
に
努
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
長
年
、警
察
官
と
し
て
、一
生
懸
命
務

め
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
刑
事
課
の
時
は
徹
夜
の
捜
査

〈瑞宝双光章〉
元岡山県警部

大谷　誠さん（70）
（有漢町有漢）

秋 の 叙 勲危険業務従事者叙勲 秋 の 褒 章

栄光をたたえます 功績をたたえて


